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別紙１ 



 

 

 

４ 私は、友達や家族などにやさしい言葉掛けや思いやりのある行動をしたり、困って 

いる人を助けたりすることができている。 



 

 

 



 

 

 

12 先生は、いじめの未然防止や早期発見に努め、いじめ問題解決のために親身になって 

考えてくれている。 



 

 

＜結果と考察＞ 

全体的に、生徒自身が「よりよく生活しようとする意識が高い」ことが見て取れる結果とな

りました。学校において、思いやりを持ったやさしい言葉掛けがあり、学校や学級の雰囲気が

よく、自分が認められていて所属感があると考えている生徒が多いです。昨年度と同じ項目

については、今年度のほうが高いパーセンテージになっているものも多くあります。（１，２，４，

８，９，１０，１３ ※５，１１，１２は新規作成）また、校内研修で授業改善に力を入れたこともあ

り、１１の「分かりやすい楽しい授業」の実践について９割以上の生徒が「できている」と感じ

ています。学校全体として生徒も教職員も、良い雰囲気の中で教育活動が展開されていると

考えます。 

しかし、各項目で「あまりできていない」や「できていない」と感じている生徒もいます。その

事実を受け止め、今まで以上に生徒に寄り添い観察し、適切な言葉掛けをして、個々に応じた

最適な支援をしていく必要があります。 

今後も生徒一人一人のより良い成長を見据えながら、教職員が組織として計画的で柔軟

かつ繊細な支援をしていきます。 


